




















































































































































フィヒテが『働く我を見る我は己が働きを線を引くとして見る』（das sich selbst als tätig anschauende Ich schaut












なされ、フィヒテの事行が、Ideal＋ Real と表現されることになります。「而して極限点〔理想点 Ideale Punkte
としての無理数と実在点 reale Punkteとしての有理数〕をそれ自身の中に含む連続は実に Ideal＋ Real である、
すなわち具体者 Das Konkreteである。我々の自己は我々が反省によって到底達することのできない極限点であ
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